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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 小石丸蚕は、一般交雑種蚕と比べて生産性は低いが、その絹糸織物は風合いや腰・色沢が極めて
優れている。すでに、小石丸を用いた繭生産から生糸製造、製織加工までの一連の技術体系を普及
に移したが、１～３齢期人工飼料育を基調とする本繭生産技術体系では、蚕児の供給量に限りがあ
り、繭・生糸生産量の拡大を図ることが難しい。そこで、より多くの優良蚕児を供給し、繭増産を図るた
めに、１～２齢人工飼料育、３～５齢桑葉育技術の確立を目指して、小石丸に適した３齢期桑葉育技
術を検討した。

(1) ３齢期桑葉育における飼育経過は、３齢期人工飼料育のものと同等の４日であるが、一般交雑
種蚕と比べてやや短い（表１）。

(2) ３齢期桑葉育における給桑量は、一般交雑種蚕より20％程度削減できる。また、給桑回数も１回
少ない５回である（表１）。 

(3) 化蛹歩合、上繭収量などの虫繭質や生糸量歩合、繭糸量などの繭糸質にも３齢期人工飼料育
のものと差はない（表２、表３）。

２期待される効果

 ３齢期を桑葉育することで、現在の供給体制を大きく変更することなく、２倍の蚕児を供給することが
可能であり、福島県産小石丸繭の生産量を拡大することができる。 

３適用範囲

 福島県シルクブランドの確立を目指す農家

４普及上の留意点

(1) 給与桑には、一般交雑種蚕用の３齢用桑を用いる。 

(2) ３齢期飼育目的温度は、一般交雑種蚕より高めの26～27℃とする。 

(3) 人工飼料育の１～２齢期、桑葉育の４～５齢期は、現行の技術を適用する。

(4)
現在普及している小石丸は、人工飼料育によって選抜した系統であるので、この形質が維持さ
れるよう、現行どおり１～３齢期を人工飼料育した蚕から採種する必要がある。
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